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私
た
ち
の
町
が
昭
和
十
八
年
に
誕
生
し
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
三
十
年
に
な
り

•
ま
す
。
町
で
は
、
そ
の
三
十
周
年
を
祝
っ
て
四
月
二
十
九
日
に
記
念
式
典
を
公
民
館
で

催
し
ま
し
た
。
町
内
の
有
志
の
か
た
や
周
辺
の
市
町
村
の
代
表
二
百
三
十
人
が
出
席
、
町

発
展
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
功
労
者
の
表
彰
な
ど
を
行
な
っ
て
町
創
立
三
十
周
年
を
祝

い
ま
し
た
。

こ
の
記
念

私
た
ち
の
町
は
、
昭
和
十
八
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
き
年
に
あ
た
っ
て
、
今
一

年
、
河
辺
村
、
宇
和
川
村
、
大
肱
川
村
創
立
の
十
八
年
当
時
度
、
過
去
を
ふ
り
か
え
り
、
真

谷
村
が
合
併
し
て
肱
川
村
と
し
は
、
世
帯
数
千
六
百
三
十
八
戸
、
剣
に
な
っ
て
重
大
な
諸
問
題
を

て
発
足
し
ま
し
た
。
人
口
八
千
三
百
六
十
七
人
で
し
解
決
し
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
り

そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
、
た
が
、
現
在
は
、
世
帯
数
千
百
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
心
を

旧
河
辺
村
の
一
部
が
分
離
し
て
三
十
三
戸
、
人
口
四
千
三
百
五
新
た
に
し
て
限
り
な
く
発
展
す

現
在
の
河
辺
村
へ
と
独
立
し
、
十
二
人
と
人
口
で
は
、
約
半
数
る
町
に
し
た
い
も
の
で
す
。

同
三
十
四
年
、
町
制
の
施
行
に
に
減
り
ま
し
た
。

よ
り
肱
川
町
に
名
称
を
改
め
、
私
た
ち
の
町
は
、

町

創

立

三

十

周

年

記

念

国
土
調
査
の
事
業
を
始
め
て
を
し
て
境
界
を
明
ら
か
に
し
ま
時
の
測
量
技
術
の
幼
稚
さ
と
、

今

年

で

八

年

目

に

な

り

、

未

調

し

ょ

う

。

長

い

年

月

を

経

た

た

め

、

現

況

査
の
区
域
は
、
大
字
宇
和
川
の
口
売
買
や
、
譲
渡
な
ど
で
、
と
相
違
す
る
も
の
が
多
く
、
今

一
部
、
山
鳥
坂
、
中
津
と
な
り
登
記
の
済
ん
で
い
な
い
も
の
は
で
は
図
面
は
あ
ま
り
あ
て
に
な

五
十
一
年
度
で
現
地
測
量
を
終
直
ち
に
手
続
を
し
ま
し
ょ
う
。
ら
な
く
な
り
、
大
切
な
土
地
の

る

予

定

で

す

。

国

所

有

者

が

同

じ

の

場

合

、

境

界

争

い

の

原

因

と

も

な

っ

て

今
年
は
、
汗
生
、
小
畑
井
、
合
筆
や
、
境
の
変
更
を
す
る
こ
い
ま
す
。

萩
野
尾
の
区
域
を
実
施
し
ま
と
が
で
き
ま
す
が
、
抵
当
権
等
地
籍
調
査
と
は
、
正
し
い
測

す
。
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
が
つ
い
て
い
る
場
合
等
は
、
合
量
に
よ
っ
て
、
新
し
く
地
籍
図

す
が
、
七
月
頃
か
ら
三
角
点
、
併
で
き
ま
せ
ん
。
ど
の
土
地
に
と
地
籍
簿
を
作
り
、
皆
さ
ん
の
〇
母
親
学
級
の
開
設

基
準
点
の
測
量
を
行
な
い
、
皆
抵
当
権
が
設
定
し
て
あ
る
か
、
土
地
の
正
し
い
位
置
、
形
、
地

さ
ん
の
土
地
の
境
界
の
測
量
は
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
番
、
地
目
、
面
積
を
明
ら
か
に
と
き
1
1
六
月
二
十
七
日
午
前

だ
い
た
い
九
月
頃
か
ら
着
手
す
こ
こ
で
、
も
う
一
度
地
籍
調
す
る
た
め
の
調
査
な
の
で
す
。
九
時
三
十
分
ー
午
後
三
時
三
十

る

予

定

で

す

。

査

に

つ

い

て

考

え

て

み

ま

し

ょ

こ

れ

が

で

き

ま

す

と

、

区

画

分

。

く

わ

し

く

は

、

後

日

、

部

落

ぅ

。

整

理

を

は

じ

め

土

地

改

良

事

業

と

こ

ろ

1
1
町
公
民
館

へ
出
向
い
て
、
説
明
会
を
催
し
こ
の
調
査
は
、
土
地
の
国
勢
や
、
土
木
事
業
な
ど
、
い
ろ
い
対
象
者
1
1

、

現
在
妊
娠
中
の
者

ま
す
が
、
次
の
事
柄
を
済
ま
せ
調
査
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
ろ
の
建
設
事
業
の
計
画
を
立
て

て
置
く
と
、
調
査
を
大
変
速
く
国
土
調
査
の
一
っ
と
し
て
行
な
た
り
、
作
業
を
し
た
り
す
る
の
授
乳
婦
の
者

近
い
将
来
妊
娠
予
定
の
者

行
な
う
こ
ど
が
で
き
ま
す
か
ら
わ
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。
に
も
大
変
役
立
つ
と
と
も
に
、

内
容
1
1
衛
生
教
育

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
今
ま
で
皆
さ
ん
の
土
地
の
戸
大
切
な
土
地
を
守
る
こ
と
が
で

か
ら
ぜ
ひ
済
ま
せ
て
お
い
て
下
籍
と
も
い
う
べ
き

II

土
地
台
帳
II

き
る
の
で
す
。

六
0
三

二

番

さ

い

。

や

II

字
限
図
II

は
明
治
の
初
め
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
、
お
願
妊
産
婦
の
栄
養
。

ビ

山

林

等

で

、

見

透

し

の

悪

に

地

租

を

と

り

た

て

る

た

め

い

し

ま

す

。

午

前

中

調

理

実

習

、

午

後

講

演
と
診
察
。
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寺
参
口
m
1
1

一
い
境
界
線
は
、
早
目
に
刈
払
い
の
目
的
で
で
き
た
も
の
で
、
当
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一

た
ま
ご
一
個
、
米
一
合
。

＿

五
月
で
す

，・

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
赤
巡
回
診
療

．

-
0乳
児
健
康
相
談

青

少

年

を

守

る

県

民

運

動

．‘
．

十
字
社
の
一
員
と
し
て
、
赤
十
身
体
障
害
児
援
護
な
ど
巾
広
―

字
の
理
想
と
す
る
人
道
的
任
務
い
社
会
援
護
の
活
動
を
推
進
し
一
さ
わ
や
か
に
乙
一
）

2

を
果
す
た
め
国
の
内
外
に
わ
た
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
要
一

“a. 

ー
五
月
・
六
月
・
七
月
1

―

一

家

総

出

で

ー

ー

e

)

｛
努
ふ

，

っ
て
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
す
る
経
費
の
低
と
ん
ど
は
社
員

一

＼
＼
W
,．．
．

A

彰表
青
少
年
を
守
る
県
民
運
動
と

0
児
童
や
青
少
年
が
気
や
す
く
し
て
お
り
ま
す
。

ー

の
き
ょ
出
す
る
社
費
で
ま
か
な

一

体

力

づ

く

り

二

？

l
I
-
I
I
U、
)
〗

救

護

看

護

婦

の

養

成

わ

れ

て

い

ま

す

。

を

の
ド
に
」
胄
少
年
の
環
境
を
よ
く
何
で
も
相
談
で
き
る
雰
囲
気

者

/
c
 

し
福
祉
を
高
め
る
運
動
」
が
五
を
つ
く
ろ
う
。
ま
た
積
極
的
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功
月
、
六
月
、
七
月
の
三
か
月
間
に
相
談
に
応
じ
激
励
し
よ

た
関
係
団
体
の
協
力
で
実
施
さ
れ
う
。
[
•

一善
意
あ
る
社
員
の
加
入
を

、`

一
翁
｀
ぃ
一
と
き

1
1六月
十
五
日
午
後

―

一

時

l
三
時
三
十
分

オ
ま
す
。

0
青
少
年
の
自
覚
を
高
め
る
よ

・

さ

-

．

倖

/

リ

，

―

と

こ

ろ

1
1
町
公
民
館

v
私
た
ち
は
、
次
の
時
代
を
に
う
導
び
こ
う
。

走

＿

＼

一

該

当

者

1
1
生
後
ニ
ヶ
月
ー
十

つ
な
う
大
切
な
若
者
を
健
全
に
育

．．。い一

五

日

バ

は

キ

か

＋

｛

子

渾

竺

動

日

パ

牌

四

―

．

―
ニ
ヶ
月
ま
で
の
乳
児
。
そ
の
他

に
て
る
た
め
、
お
互
い
次
の
こ
と

り

．

が

ら

を

実

施

し

ま

し

ょ

う

。

医

療

施

設

の

経

営

．`｛

日
本
赤
十
字
の
精
神
や
使
命
一

．

一

一
希
望
者
。
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ー

そ
の
他
赤
ち
ゃ
ん
体
操
の
実

の

0
社

会

環

境

を

よ

く

す

る

た

め

血

液

事

業

．
ヽ
．

を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と
同
一

展
お
互
い
の
立
場
立
場
で
反
省

一

災
害
救
助

‘↑

時
に
、

善`
意
あ
る
社
員
の
加
入
こ
少
)
企
)
を
ん
小
の
車
ず
幼
叫
が
～
ら
ふ
寸
人
ご
つ

習
も
行
な
い
ま
す
。

-

発
し
て
み
よ
う
。

'

-
―
"

赤
十
字
奉
仕
団
（
無
料
診
療
を
増
強
し
よ
う
と
い
う
の
が
こ

町

〇

家

庭

で

は

、

不

健

全

な

図

書

な

ど

）

＇L

ーの
運
動
の
目
的
で
す
。
よ
ろ
し
ー
、
幼
児
か
ら
目
を
は
な
さ
な

5
、
川
や
池
な
ど
危
険
な
と
こ

や

、

好

ま

し

く

な

い

も

の

を

青

少

年

赤

十

字

の

育

成

い

よ

う

に

。

ろ

で

遊

ん

で

い

る

こ

ど

も
:

2
、
幼
児
の
遊
び
友
だ
ち
の
母
を
み
か
け
た
ら
、
そ
の
場

く
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま

と

り

除

こ

う

。

ま

た

食

事

そ

国

際

活

動

ず

。

親
と
は
す
ぐ
連
絡
が
と
れ
で
注
意
し
よ
う
。

の

他

の

機

会

に

な

ご

や

か

な

救

急

法

や

家

庭

看

護

法

の

普

r

る
よ
う
に
。

4
、
危
険
な
区
域
に
は
、

「

話

し

」

の

場

を

も

と

う

。

及
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町 民課 ヘ は 28番

ー役場へ電話をかけられるときは， 次ミ今の番号でかけられるど早く

係がでます。受話機のそばへ切りとってはっておいて下さい。 ‘、:、
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議産 ←＼ 生 出町
会業 ：活 納民
事建 福室課
務設 祉--
局課 課
ヽ

I'l 
発`行

肱川町企画調整室

電話肱川局 120
印刷 工ヒメコープ印刷部

給
食
セ
ン
タ
ー

役場へかけるときはこの電話でとうぞ

教
育
委
員
会
｝
七
ニ
ニ
―
番

公

民

館

一

五

九

番

夜
間
は
二
八
番
で
す

総

務

課

｝

企
画
調
整
室

―二

0
番

地
籍
調
査
室

商
工
観
光
室

一
六
六
番

一
六
番

七
ニ
―
二
番

ニ
八
番

昭和48年 4月末現在 ・

世帯数 1,128戸

人口（男） 2,130人 ；

（女） 2,187人

計.4,317人

昭和48年 4月中届出

出生

道 野 尾 上 甲 秀 樹

藤の原池田大昌

下鹿野川和気 紳悟

市の畦橋本さおり

死亡

知者ノ木前田ヨシヱ

ー
今
年
は
汗
生
、

小
畑
井
、

萩
野
尾
で
実
施
ー

地

籍

調

在

は

一

―
ー
新
し
い
町
、
つ
く
り
の
い
し
ず
え
ー

も
に
も
よ
く
わ
か
る
よ
う

に
立
て
札
を
多
く
た
て

る。

・贔・'・
一六

月

一

日

午

後

二
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
肱
川
町
公
民
館

で
行
な
い
ま
す
。

〇
猟
銃
の

一
斉
検
査
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ー
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
1

予
子
林
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
落
成

1

・．
 
｀ヽ

七
日

九
日

．
 

実
施
主
体
1
1
愛
媛
県

協
力
機
関
1
1
松
山
日
赤
病
院

実
施
場
所
1
1
五
十
崎
町
中
央

公
民
館

実
施
日
時
1
1
六
月
二
十
八
日

自
午
前
九
時

至
午
後
三
時

議
長
に
永
田
氏

副
議
長
に
中
居
氏
留
任

―

身

障

者

の

巡

回

、

更

生

相

談

一

申

込

み

六

月

二

十

日

ま

で

＼
回
町
総
務
委
員
会

,
＇
1
9
1
1
ー
1
—
1
1
1
1
1
,

第
八
十
）

)
-

．
I
I
I
l
ー
ー
1
1
9
1
ー
ー
1
9
1
1
—
ー
1
9
1
9
1
9
9
9

＇
~
~
 

・

議

会

臨

時

会

は

五

委

員

長

今

岡

、
安
盛

号

特

定

地

域

振

興

事

業

で

建

築

す

。

身

体

の

機

能

に

障

害

の

あ

る

一

必

要

と

す

る

方

9

ー
中
で
あ
っ
た
予
子
林
生
活
改
善
今
後
、
生
活
改
善
技
術
研
修
者
お
よ
び
児
童
、で

あ

っ

て

次

に

三

、

補

装

具

の

交

付

、

修

理

を

▲

l

j

”

山

口

清

政

．
毎
年
増
加
す
る
観
光
客
へ
郷
っ
て
制
作
で
き
る
も
の
を

土
の
土
産
品
を
生
み
出
そ
う
と
重
点
に
審
査
し
た
結
果
、

委

員

・
丸

山

音

襲

堀

川

環
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
程
落
成
し
ま
会
お
よ
び
健
康

管
理
を
中
心
と
該
当
す
る
方

．（
視
覚、

内
部
、
必
要
と
す
る
方

~

月
七
日
に
行
な
わ
古
田

四
、
施

設

入

所

、

職

業

生

活

に

手

．
れ
、
上
程
さ
れ
た

町
内
か
ら

II

郷
土
が
ん
具
と
観
谷
本
文
寿
さ
ん
の
竹
製
の

．

つ

い

て

相

談

さ

れ

る

方

．

史

朗

＼
永
田
茂
喜、

岡

―

し

た

。

し

た

生

活

運

動

を

推

進

し

、

地

聴

覚
、
言
語
機
能
障
害
者
を
除

五
、
療
育
指
導
を
必
要
と
さ
れ

"
1
1

村

利

三

光

土

産

品

II

を
広
く
募
集
し

て
「
鹿
」
、
上
川
和
文
さ
ん

・

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
四
八
〇
域
住
民
の
福
祉
の
た
め
に
役
立

く
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医
師

・＿
議
案
三
件
の
審
議

お
り
ま
し
た
翠
‘

.Aち
ほ
ど
入
の
「
い
か
だ
人
形
」
．ヽ
．
谷

[

万
円
の
費
用
を
か
け
て
完
成
し
つ
も
の
と
期
待
さ
れ

息て
い
ま
お
よ
び
レ
ン
ト
ゲ
、ン

技

師

に

受

る

児

童

と

議

長

、

副

議

長

文

化

委

員

会

た
も
の
で
、
木
造
二
階
建
一
六
す
。

―

賞
作
品
五
点
を
決
め
発
表
し
ま
本
一
敏
さ
ん
の
「
石
史
]
‘

-

診
ま
だ
は
相
談
が
で
き
ま
す
か
六
、
養
護
教
育
を
必
要
と
さ
れ
の
選
出
お
ょ
び
常
任
委
員
の
選
委
員
長
岩
田
横
太
郎

―

，
」

堀
和
明
さ
ん
の
「
干
し
ゼ
ン
マ

任

が

行

な

わ

れ

た

。

副

”

中

野

一

五
平
方
認
の
り
っ
ば
な
も
の
で

.

.

4

ら
六
月
二
十
日
ま
で
に
町
生
活
る
児
童

「

二

喜

環

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
実
施
主
体
1
1
愛

媛

県

上

程

議

案

委

員

中

居

喜
代
光

し

た

。

灸
名
，
：
苓
が
を
が
；

さ

し

実

施

場

所

1
1
大
洲
保
健
所

一
応
募
作
品
は
全
部
竺
二
十
六
イ
」
、
小
川
カ
ナ
エ
さ
ん
の
一
種

一
、
戦
員
の
休
日
、
休
暇
な
ら
久
保
田
仁
之
、
村
田
英
夫

f

.

「

、

身

体

障

害

者

手

帳

の

交

付

点

で

し

た

が

、

郷

止

の

特

色

を

子

プ

ロ

ー

チ

」

が

そ

れ

ぞ

れ

入

生
か
し
郷
土
に
あ
る
材
料
を
使
賞
し
ま
し
た
。

、
文
ふ

タ

滋
□
．
、
．
ゞ
・
"
,
●,
＾
・
す
〗
．
．

[

:
：
言〗F
n
/
"
門
丁
療
を
実
施
日
時
員
半
び
に
勤
務
時
間
な
と
に
関
す
産
業
委
員
会

＼

、
文
《
：

茫
．
‘

t
^
5
芯
{
•
こ
嘉
・

る
条
例
の
一
部
改
正
（
原
案
委
員
長
畦
田
和
弘

{
,
'
丁
．
，
．
‘

．
．
 ど

：
～
裟
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況
沿
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[
人

工
身
障
者の
運
転
免
許
取
得

ー
ニ
：
疇
〗

□喜
且
[
:
定
委

□`
汀
｀
二‘

今
1t．

し
9
•{ i

.

一

受

付

け

六

月

一

日

か

ら

一

三
、
喜
多
郡
内
陸
部
土
地
開
発
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

．｛

ぷ
口

ぃ`啄

9
"
[
[
4乙・̂

x
、
こ

一

,
＂
‘

9

]

t

-
11
1
ー
ー
—
I
I
I
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1
1
1
ー
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ー
1
い
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ー
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ー
1
1
ー
—
1
1

ー
＇

．
八
ム
廷
江
の
部
立
古
止
に
つ
い
て
（
芦

5
．

未
否
貝
匡K

結
恒
士
小
弁i碑
砥

．

｝・[
,
9

＿
 

．
必
メ
f

9

善

身

体

の

不

自

由

な

方

で

自

動

二

万

五

千

円

以

内

を

助

成

し

て

案

可

決

）

副

”

久

保

田

仁

之

『

や

/

;

、

9
．
、
二

改

巫

＾

＂
〗
・

車
運
転
免
許
を
と
り
た
い
方
は
く
れ
ま
す
か
ら
町
生
活
福
祉
課
議
長
、
副
議
長
お
よ
び
常
任
委
委
員
岩
田
槙
太
郎

r"
,．
 

こ

こ
古
愛
媛
県
公
安
委
員
会
指
定
の
追

に

申

し

込

み

手

続

き

を

し

て

く

員

の

選

任

が

行

な

わ

れ

た

。

堀

川

史

郎

、

丸

山

音
澄

g
{
Ei 

.
5
X
.
3
”
•

{

B
動
車
教
習
所
を
通
じ
、
県
警
本

→だ
さ
い
。
議
長
永
田
茂
喜
（
再
選
）
畦
田
和
弘

材
部
運
転
免
許
課
あ
て
「
受
験
資
今
年
は
六
月
一
日
か
ら
申
し
副
”
中
居
喜
代
光
（
再
選
）

一
A

9
[

＇い

子
格
可
否
審
査
」
の
申
請
を
行
な
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

1
9
1
9
1
1
1
ー
1
1
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111ー1ー1119,

泡
窃
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、
臼
〗
」
へ
．
＂

予
い
「
適
性
審
査」
の
後
、
車
種
の
く
わ
し
い
こ
と
は
町
生
活
福

｝
I
I
I
ー
1
9
1
ー
ー

1

__ 1ー119
199
__ ．ーーー11ー1111111111ー1111,-

：

ぶへ

竺
璽
、
免
許
取
得
に
つ
い
て
指
祉
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

：

お

と

し

よ

り

の

職

業

相

談

一

．9,

終
芍
啄
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"
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幡
浜
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修
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[l亨
．

本
年
四
月
一
日
か
ら
、
六
十
連
絡
く
だ
さ
い
。
相
談
員
が
直

才
以
上
の
人
の
職
業
相
談
を
毎
接
訪
問
い
た
し
ま
す
。

医
学
を
専
攻
す
る
者
で
県
ま
が
あ
り
ま
す
。

•V
Atf 

週
月
、
水
、
金
曜
日
に
午
前
八
受
付
場
所

た
は
市
町
村
の
機
関
に
将
来
勤
月
額
は
三
万
円
で
す
。
く
わ

時
三

0
分
よ
り
午
後
五
時
ま
で
八
幡
浜
公
共
戦
業
安
定
所

務
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
県
し
く
知
り
た
い
方
は
、
役
場
へ

次
の
場
所
で
受
け
付
け
て
お
り
（
八
幡
浜
市
広
瀬
―
―
六

0
)

峯

が
修
学
資
金
を
貸
与
す
る
制
度
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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四
月
三
日

0
肱
栄
部
落
消
火
栓

0
農
業
共
済
損
実
評
二
十
四
日

0
養

蚕

者

大

会

二

十

九

日

0
肱
川
町
創
立
三

0

お

気

軽

に

お

い

で

く

だ

さ

電

話

(
0八
九
四
二
）

〇

酪

農

部

総

会

周

年

記

念

式

、

。

②

四

0
三
三

し

等

完

成

祝

賀

会

価

委

員

会

ふ

り

か

え

休

日

五
日

0
交
通
指
導
員
研
修
十
四
日
町
議
会
（
臨
時
）
二
十
五
日

0
中

野

、

小

藪

老

友

三

十

日

な

お

、

で

む

く

こ

と

の

で

き

相

談

員

政

所

為

蔵

会

十

五

日

岩

谷

老

友

会

総

会

会

総

会

（

第

一

号

）

な

い

方

は

電

話

か

、

は

が

き

で

八
日

0
予

子

林

老

十

六

日

町

職

員

人

事

異

動

〇

乳

児

健

康

相

談

五

月

一

日

広

報

編

集

委

員

会

0
町
創
立
三
0
周
年
二
日

0
民
生
委
員
会
l

1
1
1
1
1
9
1
1
1
ー
1
9
1
ー
ー
ー
ー
—
I
I
ー
ー
1
1
、

言

友

会

総

会

発

令

，

九

日

0
小

学

校

入

十

七

日

鹿

野

川

ダ

ム

放

水

鱈

｝

芯

植

樹

（

町

職

〇

鱈

長

、

係

長

合

同

一

閲

匹

眼

g連
軸
-
加
3
同

学

式

十

八

日

0
内
山
運
動
公
園
起
二
十
六
日

0
郷

土

玩

具

お

よ

び

三

日

0
憲

法

記

念

日

―

〇
保
育
所

入

工

式

（

内

子

町

）

観

光

み

や

げ

品

審

四

日

0
自
衛
隊
父
兄
会

一

六

月

二

十
八

日

0
観

光

映

画

ロ
ケ

一，111111
ー
ー
ー
1
1
1
1
1
ー
1
|
1
1
1
.

所
式

〇
監
査
委
員
郡
協
議

．

査
会

会

（

長

浜

町

）

〇

ツ

反

判

定

（

予

子

"ヽ

一
般
視
力
障
害
者
の
診
査
お

十
日

0
中

学

校

入

（

ダ

ム

周

辺

）

六
日

0
道
路
愛
護
デ
ー

；

十

九

日

第

三

回

町

し

い

た

林

）

0
中

小

企

業

振

興

融

よ

び

更

生

相

談

と

失

明

者

な

ら

：

学

式

資

審

査

会

〇

予

子

林

生

改

セ

ン

け
共
進
会

二

十

日

妊

婦

健

康

相

談

び

に

高

度

の
視
力
障
害
者
に
つ

0
定
時
制
高
校
入
学

い
て
視
力
回
復
の
見
込
み
の
あ

式

二

十

七

日

0
公

民

館

分

館

長

主

タ

ー

落

成

式

る
方
に
開
眼
に
要
す
る
医
療
扶

十
一
日

0
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
二
十
一
日

0
部

落

長

会

事

会

町

議

会

（

臨

時

）

助
が
行
な
わ
れ
ま
す
か
ら
早
め

応
接
種
（
正
山
）

0
町
税
完
納
表
彰
式

0
町

議

会

委

員

会

第

二

次

林

構

事

業

に
町
生
活
福
祉
課
に
連
絡
し
て

0
文
化
財
専
門
委
員
二
十
二
日

0
交
通
安
全
協
会
支
二
十
八
日

0
肱

川

農

協

定

例

総

説

明

会

（

予

子

林

会

部

総

会

会

中

津

）

十
二
日

0
遺

族

会

総

会

二

十

三

日

0
川
上
商
工
会
総
会

0
町

税

出

張

受

入

下

さ

い

。

五
十
崎
公
民
館

町の花は'‘ッッジ”

町の木は'’アカマツ’’

町
創
立
三
十
周
年
を

記
念
し
て
、
町
内
四
百

十
三
人
の
小
中
学
生
に

公
募
し
て
行
な
っ
た
町

の
花
と
木
は
、

II

ッ
ツ

ジ
“
と

If

ア
カ
マ
ッ
“

に
決
ま
り
ま
し
た
。

入 賞 し た 作 品

昭和47年度季節出稼者就労動向調ペ

＼ 慶贔l建設業『鱈l月`` 合計
人 人 人人

出稼者 21 1 sol I 171 7 

農家人口 3,610 
(857戸）

人
76

ー

昭和47年度季節出稼者就労先別調ペ

＼関東中部近畿中国（〗悶I 仇讐鰐合計
人人人人人人人人人

出稼 31 31 1221 141 11 11 1441 321 176 

I 
者

（昭和48年 2月現在，就業相談員による調べ）

町
内
で
は
、
昨
年
度
約
百
七
十
人
の
人
達
が
季

節
的
に
出
稼
ぎ
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
就
労
先
で

は
、
労
働
災
害
、
＿
賃
金
不
払
い
な
ど
、
一
雇
用
を
め

、
ま
た
留
守
家
族
問

ぐ
る
諸
問
題
が
発
生
し
た
り

題
も
お
き
た
り
し
て
、
し
ば
し
ば
社
会
問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
公
共
蹴

業
安
定
所
な
ど
と
密
接
な
連
絡
を
と
り
、
よ
い
就

労
先
の
照
会
や
、
求
人
情
報
な
ど
を
提
供
し
た
り

就
労
先
と
留
守
家
族
と
の
連
絡
な
ど
諸
問
題
に
積

極
的
に
と
り
組
ん
で
貰
う
た
め
に
相
談
員
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
●

氏
名
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

山
崎

．

一

宇

都

宮

寿

男

周

藤

春

馬

今

宮

忠

雄

冨

氷

直

次

山

中

美

茂

松

本

藤

寿

蔵

田

重

信

水

□

勇

、

な
お
、
求
人
情
報
の
資
料
は
役
場
（
産
業
建
設

課
）
が
取
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で

も
気
軽
る
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

出
稼
ぎ
労
働
者
相
談
員
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

人
賞
は
谷
本
さ
ん
の

・
「
鹿
」
な
ど

が
ん
具
と
土
産
品
募
集

み
ん
な
で

助
け
合
お
・ブ

愛
の
血
液
で

J
 

愛
の
献
血


